
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９ 全調査校の防災関連調査結果 





✔ 防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は尾根頂部に位置しており、敷地はなだらかな傾斜を持っている。
基礎の岩盤は浅く分布しているが、岩盤節理面が斜面方向と同じ方向であり、部分的に流れ盤となっている。現在は安定してお
り、問題はない。一方、隣接する道路および敷地内を流れる流水が集水し、敷地を浸食している。外溝や排水設備を整備すること
が望ましい。

　

表面水の排水施設の設置
　

Survey
Date

27-Jun-14No. M-1 Name of School Santo Domingo Sector 5

　
　
　

　
　

平面図

①

③

②

M-1

学校敷地、周辺の敷地、道路から表

基礎岩盤の露頭

Ａ－Ａ断面

Ｂ－Ｂ断面

①

② ③



防災上の問題は無い
✔ 敷地に問題がある

・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・
土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

　

　
　
　

　

No. M-2 Name of School Francisco Morazán

コメント : 学校敷地は北西側の斜面崩落により押し出された土塊上に位置している。現在、斜面は安定しており、再崩壊の可能性は少ない。しか
し、敷地東側は河川が接近している。敷地と河川は11mの比高差があり、洪水時の水位上昇による浸水の影響はないが、押し出されて形成された脆
弱な渓岸が浸食され、学校敷地への影響が及ぶことが懸念される。よって、現況敷地内での校舎建設は困難。

Survey
Date

23-Jun-14

30°以上の急傾斜地が存在
　

　

学校敷地

②

平面図

①

②

M-2

Ａ－Ａ断面

急傾斜面で一部表層が崩壊してい

洪水時には水衝部となり、敷地地

M-2

崩壊による押し出し地形

川

急傾斜面で一部表層が崩壊してい

①



防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・

✔ 被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント: 学校敷地は尾根頂部に位置しており、敷地は狭く敷地両側が約30°程度の斜面となっている。斜面の状態は比較的安定し
ている。
建設する学校校舎は現況斜面肩から3.5m~4.0m以上控えた位置に建設することが望ましい。

No. M-3 Name of School Simón Bolívar

　
　
　

30°に近い斜面が存在
　
　

斜面からの離隔確保
　

Survey
Date

20-Jun-14

M-3

30
30

Ａ－Ａ断面

建設する学校校舎は両側の斜面

②① ③

平面図

①

②

③

クラック



防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・

✔ 被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は尾根頂部に位置しており、敷地は狭く敷地両側が約30°程度の斜面となっている。斜面の状態は比較的安定し
ている。
建設する学校校舎は現況斜面肩から3.5m~4.0m以上控えた位置に建設することが望ましい。

No. M-4 Name of School Andrés Castro Survey
Date

20-Jun-14

　
　
　

30°に近い斜面が存在
　
　

斜面からの離隔確保
　

M-4

Ａ－Ａ断面

学校敷地

②①

30

30

平面図

②①

クラック



防災上の問題は無い
✔ 敷地に問題がある

・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・
土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

19-Jun-14

コメント : 村落一帯が地すべり崩壊地と推測される。学校敷地はその中心に位置しており、近隣には不安定な斜面の崩壊が認めら
れる。現在、地すべりの進行性は認められず、比較的安定しているが、斜面は不安定な状態であり安全とは言えない。学校敷地は
尾根頂部に位置しており、敷地まわりの斜面は注意が必要。

No. M-5 Name of School Gracias a Dios Survey
Date

　

　
　

地すべりブロック内に学校敷地が立地
　
　

　
　

同一線上に位置する建物にク

ラックが認められる。地盤が変

動している可能性が高い。

Ａ－Ａ断面 植生木がわずかに傾いており、表

学校敷地近隣の保健センター敷地に発生した地すべり
①

M-5

保健センター

地すべり範囲

小崩壊多発

同一線上にクラック発

①

平面図



防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・

✔ 被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

　
　

斜面からの土砂を受け止める施設の設置
表面水の排水施設の設置

コメント : 学校敷地は東斜面と河川の間にある緩やかな傾斜地である。河川までの比高差は20.5m以上あり、増水時にも冠水しな
い。校舎背面（東斜面）は崖錐斜面が約11°、尾根までの斜面が約30°程度である。斜面と既設校舎までの離隔距離は短く、斜面崩
壊時に校舎への影響が考えられる。よって、布団かご等の待ち受け擁壁構造を設置することが望ましい。また、新設する場合は斜
面から十分な離隔を取る必要がある。

25-Jun-14

　
　
　

30°に近い斜面が存在

No. M-6 Name of School Jesús de La Buena Esperanza Survey
Date

M-6

Ａ－Ａ断面

① ②

③

④

平面図

①

②

③

④



防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・

✔ 被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

No. M-7 Name of School San Francisco de Paula

コメント : 学校敷地は尾根頂部に位置しており、敷地はなだらかな傾斜を持っている。
敷地を挟んで東西斜面は、斜面勾配約25～27°程度で安定している。渓流頭部が存在するが大きな浸食もなく、降雨時に集水する
程度であり問題ない。新校舎を建設する場合、斜面肩から3m程度の離隔距離をとることが望ましい。
西側斜面は道路を挟み斜面が継続するが、斜面下部に表層崩壊が認められる。学校敷地までの影響はないと考えられる。

Survey
Date

28-Jun-14

　
　
　

30°に近い斜面が存在
　
　

斜面からの離隔確保
　

M-7

① ②

③
③

学校

平面図
①

②

表層崩壊

Ａ－Ａ断面



✔ 防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・
土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は尾根頂部に位置しており、敷地はなだらかな傾斜を持っている。敷地南東斜面は約27°程度、学校校舎との比
高差11mであり、安定している。

No. M-8 Name of School Salomón Ibarra Mayorga Survey
Date

26-Jun-14

　
　
　

　
　
　

　
　

M-8

Ａ－Ａ断面

①

平面図

①



✔ 防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・
土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は尾根頂部に位置しており、敷地はなだらかな傾斜を持っている。敷地北東・南西斜面は約20°程度、最急傾斜
で28°の斜面であり安定している。

No. M-9 Name of School Diriangén Survey
Date

21-Jun-14

　
　
　

　
　
　

　
　

M-9

Ａ－Ａ断面

Ｂ－Ｂ断面

① ②

③

平面図

①

②

③



防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・

✔ 被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は尾根頂部に位置しており、敷地北東、南西斜面はなだらかな傾斜を持っている。敷地両側の斜面は25°程度と
安定している。比較的軟弱な地盤上に既設校舎が設置されており、不等沈下が原因と考えられるクラックが構造物に認められる。

No. M-10 Name of School Edmundo Díaz Survey
Date

24-Jun-14

　
　
　

30°に近い斜面が存在
　
　

斜面からの離隔確保
　

M-

Ａ－Ａ断面

① ②

③

平面図

クラック

クラック

クラック

②

③

①



✔ 防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は尾根の頂部付近に位置しており、敷地はなだらかな傾斜を持っている。新校舎建設想定範囲の敷地南東斜面
は約15°程度の傾斜があり、校舎新築には造成が必要。また、道路を挟んだ北西斜面は約20°程度の斜面であり、安定している。

No. M-11 Name of School El Carbonal Arriba Survey
Date

26-Jun-14

　
　
　

　
　
　

斜面からの離隔確保
　

M-

Ａ－Ａ断面

①

平面図
①



防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・

✔ 被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は尾根頂部に位置しており、敷地は狭い。敷地両側の斜面は26°程度であり安定している。
新校舎を建設する場合、斜面肩から離れた位置に計画することが望ましい。

No. M-12 Name of School Inmaculada Concepción de María Survey
Date

27-Jun-14

　
　
　

30°に近い斜面が存在
　
　

斜面からの離隔確保
強風対策を実施

M-

Ａ－Ａ断面
②

①

平面図

①

②



防災上の問題は無い
✔ 敷地に問題がある

・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・
土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は地すべり崩壊地中腹に位置している。地すべりは小崩壊を内包しており、現在も変動が生じている。
現況の学校敷地内はこの地すべりを誘発する可能性もあり、建設は非常に困難である。
敷地の拡張も想定されているが、状況は変わらない。

No. M-13 Name of School Santa Martha Survey
Date

23-Jun-14

地すべりブロック内に学校敷地が立地
　
　

　
　
　

　
　

クラック
平面図

M-

① ②

②

①

滑落崖

道路

M-13

Ａ－Ａ断面

広域図



✔ 防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・
土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は段丘上の平坦な敷地である。近隣に河床勾配3°～4°の渓流が存在するが、比高差、谷出口からの離隔が大き
く、洪水、土砂流発生時でも学校敷地への影響はない。
敷地西側、東側の斜面は斜面角度は25°と崩壊の危険性は低く、また、斜面から校舎までの離隔距離が長く、影響はない。

No. M-14 Name of School Alfonso Cortez Survey
Date

24-Jun-14

　
　
　

　
　
　

　
　

M-2

Ａ－Ａ断面

Ｂ－Ｂ断面

① ②

③

②

平面図

①

③



✔ 防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は斜面中腹に位置しており、敷地はなだらかな傾斜を持っている。
敷地東側に土石流が流下した形跡のある渓流が存在するが、学校敷地との比高差が11～15m以上あり、仮に再度土石流が発生し河
床上昇が生じても敷地に影響はない。校舎新設には造成が必要

　
　
　

盛土部に建物を計画しない
　

28-Jun-14

　
　
　

No. M-15 Name of School Nicarao Survey
Date

M-

Ａ－Ａ断面

①

平面図

①

クラック



防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・

✔ 被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は斜面中腹に位置しており、敷地はなだらかな傾斜を持っている。
敷地東斜面は既往敷地を造成した際に生じた23°程度の斜面であり、一部表層崩壊を起こしている。既往の校舎は斜面崩壊により直
接の影響が考えられる。新校舎を建設する場合、斜面から離れた位置に計画することが望ましい。

No. M-16 Name of School José Martí Survey
Date

21-Jun-14

　
　
　

30°に近い斜面が存在
　
　

斜面からの離隔確保
　

M

①

②

①

②

平面図

Ａ－Ａ断面



防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・

✔ 被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は尾根頂部に位置している。両斜面の勾配は23°～30°程度である。敷地は狭く、新設する場合は現況平地肩か
ら3~4m程度の離隔が必要である。

30°に近い斜面が存在
　
　

斜面からの離隔確保
　

25-Jun-14

　
　
　

No. M-17 Name of School Cristo Rey Survey
Date

M

①

①

平面図

Ａ－Ａ断面



防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・

✔ 被災の危険性がある
・
・
・

✔ 土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は村落の中心に位置しており、敷地は平坦である。防災の観点からは問題ない。
北西方向に学校敷地を広げ、新校舎を建設する場合、傾斜角30°の斜面を造成することになる。校舎は造成した範囲のうち、地山範
囲に設置することが望ましい。

No. M-18 Name of School Salomón Ibarra Mayorga Survey
Date

20-Jun-14

　
　
　

30°に近い斜面が存在
　
　

斜面からの離隔確保
　

M-

① ②

③

①

③

②

平面図

Ａ－Ａ断面

Ｂ
－

Ｂ
断

面



✔ 防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・
土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は扇状地形の末端に位置している。敷地はなだらかな傾斜を持っている。
敷地北側斜面は傾斜角15°程度であり、既往敷地を造成した際に生じた高さ１ｍ程度の切土法面がある。固結した堆積土が露頭して
いる。斜面から流下する表面水による表面浸食が発生している。

No. M-19 Name of School Santo Domingo de Guzmán (Flor de María Vargas)
Survey
Date

30-Jun-14

　
　
　

　
　
　

　
　

M-19

①

②

①②

平面図

Ａ－Ａ断面

学校敷地 Ｂ－Ｂ断面



✔ 防災上の問題は無い
敷地に問題がある
・
・
・
被災の危険性がある
・
・
・
土地造成・建物設計に反映すべき事項
・
・

コメント : 学校敷地は緩やかな斜面中腹に位置しており、敷地はなだらかな傾斜を持っている。
敷地周辺からの表面水は既往校舎周りの外溝で処理されており、大きな浸食はない。新校舎を建設する場合、同様な外溝を整備す
ることが望まれる。

　
　
　

　
　

30-Jun-14

　
　
　

No. M-20 Name of School Dr. Carlos Herrera (Julio César Maldonado) Survey
Date

M-20

①
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